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第
６
次
産
業
創
造
推
進
事

業
に
つ
い
て

【
大
分
県
宇
佐
市
】

　

宇
佐
市
は
、
宇
佐
平
野

が
広
が
る
穀
物
地
帯
で
、

特
に
米
の
生
産
量
は
県
下

一
番
で
、
第
１
次
産
業
が

盛
ん
な
土
地
柄
で
あ
る
。

　

海
・
山
・
里
の
豊
富
な

地
域
資
源
に
恵
ま
れ
て
い

る
が
、
農
業
従
事
者
の
高

齢
化
が
進
み
、
担
い
手
不

足
か
ら
耕
作
放
棄
地
面
積

が
広
が
り
、
加
え
て
農
産

物
の
価
格
低
迷
も
あ
り
、

農
業
生
産
額
が
２
割
減
少

す
る
な
ど
、
非
常
に
厳
し

い
中
に
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
行
政
と
農
・

商
・
工
が
連
携
し
、
需
要

と
供
給
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

図
り
、
単
に
「
い
い
も
の

を
作
る
」
か
ら
「
消
費
者

が
求
め
る
い
い
も
の
を
作

る
」
の
転
換
を
図
り
、
『

地
域
資
源
２
０
０
％
活
用

で
ま
ち
の
元
気
を
創
出
』

に
よ
る
、
宇
佐
市
６
次
産

業
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。

　

推
進
体
系
に
つ
い
て
は
、

市
長
を
ト
ッ
プ
に
、
県
振

興
局
・
商
工
会
議
所
・
農

協
な
ど
の
ト
ッ
プ
に
よ
る

推
進
本
部
。
副
市
長
を
ト

ッ
プ
に
、
関
係
団
体
や
生

産
団
体
な
ど
が
加
わ
っ
た

推
進
協
議
会
。
こ
の
推
進

協
議
会
を
組
織
す
る
各
団

体
の
担
当
者
レ
ベ
ル
の
会

議
で
、
計
画
素
案
を
作
る

な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
。
こ
れ
ら
、
３
重
の

構
造
で
組
織
し
、
関
係
機

関
団
体
の
連
携
を
図
り
、

そ
こ
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や

専
門
家
も
加
わ
り
事
業
を

進
め
て
い
る
。

　

主
な
取
り
組
み
と
し
て

は
、
「
宇
佐
ブ
ラ
ン
ド
認

定
制
度
」
を
立
ち
上
げ
、

地
場
産
の
原
料
等
を
活
用

し
て
製
造
・
加
工
さ
れ
た

農
畜
産
物
加
工
品
の
う
ち
、

特
に
優
れ
た
商
品
を
認
証

し
、
県
内
外
の
消
費
者
に

対
し
て
広
く
Ｐ
Ｒ
活
動
を

し
、
販
売
促
進
に
つ
な
げ

て
い
る
。

　

こ
の
制
度
は
、
平
成
22

年
度
か
ら
始
ま
っ
た
事
業

で
、
今
ま
で
53
業
者
92
商

品
の
出
品
が
あ
り
、
外
部

専
門
家
に
よ
る
審
査
に
よ

り
、
現
在
70
商
品
が
認
定

さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
人
材
育
成
に
も

力
を
入
れ
て
お
り
、
「
ウ

サ
ノ
チ
カ
ラ
創
造
塾
」
を

開
設
。
研
修
会
を
頻
繁
に

開
い
て
、
ブ
ラ
ン
ド
認
証

に
自
己
満
足
せ
ず
、
厳
し

く
選
定
し
て
所
得
向
上
に

繋
げ
、
地
域
全
体
の
活
性

化
に
も
努
め
て
い
る
。

誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事

業
に
つ
い
て

【
大
分
県
別
府
市
】

　

別
府
市
は
、
温
泉
の
湧

出
量
、
源
泉
数
と
も
に
日

本
一
の
温
泉
観
光
都
市
で
、

第
３
次
産
業
従
事
者
が
８

割
を
占
め
て
い
る
。

　

観
光
客
が
伸
び
悩
む
中

に
あ
っ
て
、
観
光
客
の
年

齢
層
も
50
代
以
上
が
半
数

を
占
め
て
い
る
現
状
で
あ

る
が
、
今
後
は
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
層
や
若
年
層
へ
の
幅

広
い
誘
客
が
必
要
と
さ
れ
、

エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
要
素

あ
ふ
れ
る
、
ア
ニ
メ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
多
様
に
活
用

し
た
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
事
業
『
エ
ン
タ
テ
イ
メ

ン
ト
シ
テ
ィ
・
別
府
』
を

展
開
。
積
極
的
な
情
報
発

信
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

さ
ら
な
る
観
光
客
の
誘
致

を
図
る
取
り
組
み
を
し
て

い
る
。

　

中
で
も
、
世
界
中
か
ら

注
目
さ
れ
て
い
る
日
本
の

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い

て
、
「
ヤ
ッ
タ
ー
マ
ン
」

や
「
み
な
し
ご
ハ
ッ
チ
」

で
知
ら
れ
る
ア
ニ
メ
ー
シ

ョ
ン
制
作
会
社
の
タ
ツ
ノ

コ
プ
ロ
と
提
携
し
、
ア
ニ

メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
観
光

ア
ピ
ー
ル
の
核
と
し
て
発

信
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
や
若

年
層
へ
の
新
し
い
宿
泊
客

の
増
加
策
な
ど
の
温
泉
地

再
生
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

に
は
別
府
市
だ
け
が
使
用

で
き
る
別
府
市
の
マ
ー
ク

を
入
れ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ

ッ
ズ
の
製
作
・
販
売
に
よ

り
、
地
元
商
店
街
や
企
業

な
ど
の
活
性
化
も
期
待
さ

れ
て
い
る
。

雇
用
創
出
に
つ
い
て

【
熊
本
県
人
吉
市
】

　

人
吉
市
の
人
口
は
約
３

５
，
０
０
０
人
、
そ
の
う

ち
従
業
者
数
は
約
１
７
，

０
０
０
人
で
、
事
業
所
数

は
２
，
３
４
７
か
所
で
あ

る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

第
３
次
産
業
従
事
者
で
、

小
規
模
事
業
所
と
な
っ
て

い
る
。

　

そ
こ
で
、
国
・
県
の
緊

急
雇
用
創
出
事
業
の
活
用

に
よ
り
、
業
績
が
悪
化
し

て
い
る
企
業
に
お
い
て
、

キ
ク
ラ
ゲ
・
シ
イ
タ
ケ
・

マ
イ
タ
ケ
な
ど
の
野
菜
生

産
を
行
い
、
「
人
吉
産
き

の
こ
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事

業
」
や
「
耕
作
放
棄
地
を

活
用
し
た
農
産
物
ブ
ラ
ン

ド
化
推
進
事
業
」
な
ど
各

種
事
業
を
活
用
し
、
雇
用

拡
大
を
実
現
し
て
い
る
。

　

地
場
産
業
の
育
成
・
振

興
策
に
よ
る
雇
用
創
出
に

お
い
て
は
、
特
産
品
で
あ

る
焼
酎
原
料
用
加
工
米
生

産
の
推
進
の
た
め
、
Ｊ
Ａ

と
一
体
で
球
磨
焼
酎
等
の

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
と
も

に
、
地
元
米
で
生
産
さ
れ

文教産業委員会
政策課題
１. 持続可能な農業生産を支える取り組み
２. 地域資源の活用と融合によるあらたな観光戦略
３. 若者が住んでみたい（住み続けたい）まちづくり
４. 協働のまちづくり

行
政
視
察
の
報
告

　

10
月
２
日
〜
４
日
の

３
日
間
、
大
分
県
宇
佐

市
、
別
府
市
、
熊
本
県

人
吉
市
を
視
察
し
ま
し

た
。

別府市役所で誘客プロモーション事業について視察

地
場
産
品
に
お
い
て
、
優
れ
た
商

品
を
認
証
す
る
宇
佐
ブ
ラ
ン
ド
の

ロ
ゴ
マ
ー
ク


